
 福井市では、林業の担い手の高齢化や人手不足などが課題となっている。
 このため、新たな森林整備の担い手を確保・育成する観点から、自伐型林業で生活できる環境づくりと市内の自伐型林業の拡大を図り、
過疎化や山離れが進む山村地域で活動する林業の担い手の拡大と地域の活性化を図るため、自伐型林業大学校の運営に対する支援を実
施。

□ 事業内容
自伐型林業大学校への支援
• 自伐型林業大学校の運営団体に対して運営に係る経費に対する支援。

【事 業 費】５，０００千円（全額譲与税・市補助分）
（他に県の補助もあり）

【実 績】令和６年度受講生 ３コース２８名

福井県 福井市（自伐型林業大学校への支援）人材育成・確保

（実技の授業の様子）

・自伐型林業が盛り上がりを見せる中で、福井市で先進的に取り組
む団体が実施する研修に多くの受講生が集まっていた。
・自伐型林業の担い手として必要な知識、技術を習得するための自
伐型林業大学校が民間主体で令和5年度に創設された。

□ 取組の背景

◇ 基礎データ

※１：「2020農林業センサス」より、※２：「R2国勢調査」より

②私有林人工林面積（※１）：17,347ha①令和６年度譲与額：139,791千円

⑤林業就業者数（※２）：180人④人口（※２）：262,328人③林野率（※１）：59.5％

□ 工夫・留意した点
・大学校の運営に対して支援を行うことで、学生は授業料
が無料で受講できる
・全国から集まる受講生に対して支援を行っている
・卒業後、福井市で自伐型林業を始める場合は、森林環境
譲与税を活用した森林整備、作業道整備、労働安全器具、
資格取得などの補助制度を活用できる。

□ 取組の効果

・新たな林業の担い手となる自伐型林業者を育成すること
ができた
・福井市で自伐型林業を始める卒業生が増加し、林業の担
い手の拡大と地域の活性化につながっている。


